
平成２０年１２月１８日 

 

    徳島大学大学院総合科学教育部の設置について 

 

 

（報道概要） 

 既に平成 21 年度からの改組が認められている総合科学部とともに 

設置を申請し、審査中であった総合科学教育部［地域科学専攻（博士 

後期課程・博士前期課程）および臨床心理学専攻（博士前期課程）］ 

が、平成 20 年 12 月 18 日の大学設置・学校法人審議会において認め 

られ、学士から、博士前期、博士後期へと続く、一連の教育研究体制 

が整うこととなりましたので、お知らせいたします。 

 

 詳細につきましては、別紙をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

このたび、大学院総合科学教育部（博士前期・後期課程）の設置が 

大学設置・学校法人審議会により認められました。 

お問い合わせ先 

部局名 総合科学部 

責任者 学部長 和田  眞 

担当者 事務長 一宮 大城（いちみや ひろくに） 

電話番号 ０８８－６５６－７１０１ 

メールアドレス sksoumuc@jim.tokushima-u.ac.jp 
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平成２０年１２月１８日

徳島大学大学院総合科学教育部の設置について

総合科学部長 和 田 眞

このたび、徳島大学の長年の夢であった大学院総合科学教育部(博士前期・後期課程)の平成２１

年度からの設置が、大学設置・学校法人審議会により認められました。これにより、既に平成２１

年度からの改組が認められている総合科学部と併せ、学士から修士、博士へと続く、一連の教育・

研究体制が整うこととなりました。

これにより、地域社会と積極的に連携を図り、まちづくり・地域づくりのための新しい学問領域

を創生する地域科学（総合科学）を推進するとともに、高度な研究能力と豊かな学識を培う先進の

カリキュラムにより、地域総合計画や地域経済政策の策定・推進に関する専門家、地域における環

境関係の専門職員等を養成して社会に送り出し、持続可能な共生社会の実現に向けて努力していき

たいと考えております。

（設置の概要）

１．総合科学部及び大学院人間・自然環境研究科の歴史について

徳島大学総合科学部は昭和６１年に教育学部を改組して総合科学科の１学科で発足した。そ

の後、平成５年には人間社会学科と自然システム学科の２学科に再編成され、２学科は緊密な

連携を保ちつつ特色のある教育を行ってきた。本学部は、豊富な教育メニューを背景に、文系

・理系を問わず、広い視野と深い専門性を兼ね備えた「T字タイプ」の教育を推進し、有為な

人材を輩出してきた。

徳島大学大学院人間・自然環境研究科は平成６年に人間環境専攻と自然環境専攻の２専攻で

発足し、平成１５年には臨床心理学専攻が設置された。本研究科は旧来の学問分野にとらわれ

ることなく、細分化された学問分野の壁を越えて総合的・俯瞰的な観点から人間環境、社会環

境、自然環境等を分析し、複雑多岐にわたる現代社会の諸問題に対し有効な解決方法を模索し、

対処できる有為な人材を輩出してきた。

２．設置の必要性について

２１世紀の疲弊した現代社会において、人類の前に立ちはだかる複雑な多くの課題を解決し、

持続可能な共生社会を構築するためには、我々人類の自然観・社会観・人間観などを正すこと

が不可欠である。そのためには、細分化された伝統的な学問分野の壁を越えて、異分野と積極

的に手を結び、諸科学の総合・融合を推進し、さらに、積極的に地域社会との連携を図り、ま

ちづくり・地域づくりのための新しい学問領域を創生する地域科学（総合科学）の推進が必要

である。
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３．総合科学部の改組について

総合科学部は、平成２１年４月１日に、現在の人間社会学科、自然システム学科の２学科

１０コースから人間文化学科、社会創生学科、総合理数学科の３学科７コースに改組する。

これにより、総合・学際的および基盤的教育研究を学部段階から実施することが可能となる。

４．大学院総合科学教育部の設置について

大学院は地域科学を教育研究上のテーマに掲げる総合科学教育部［地域科学専攻（博士後期

課程・博士前期課程）および臨床心理学専攻（博士前期課程）］を平成２１年４月１日に設置

し、より高い教育研究活動の展開を図る。

現在の大学院人間・自然環境研究科は発展的に解消し、その教育研究機能は新たな総合科学

教育部が継承する。

（１）地域科学専攻(博士後期課程)（入学定員：４人）

地域科学に基づく「地域づくり」という新たな領域において、総合政策、環境マネジメ

ント、地域健康福祉などで、創造的かつ高度な教育研究を推進する教育研究者を養成する。

（２）地域科学専攻(博士前期課程)（入学定員：３５人）

地域科学専攻では、幅広い知識と深い専門性を兼ね備え、「環境（人間・社会・自然）

と共生した地域づくり」の実現・発展に向けて力を発揮できる人材を養成する。

（３）臨床心理学専攻(博士前期課程)（入学定員：１２人）

臨床心理学専攻では、地域科学専攻と連携を図り人間環境の急激な変化の影響により増

加している心の問題の解決が図れる人材を養成する。


